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議会改革調査特別委員会
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
を
経
て

　
～
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
の
大
き
な
決
断
～

市
議
会
で
は
、
一
層
の
適
正
健
全
な
運
営
に
向
け
た
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
、
全
議
員
で
構
成
す
る
「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
『
市

議
会
議
員
一
般
選
挙
と
他
の
選
挙
と
の
同
日
選
挙
に
つ
い
て
』
、
『
適
正
な
議
員
定

数
に
つ
い
て
』
及
び
『
適
正
な
議
員
報
酬
に
つ
い
て
』
調
査
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
の
調
査
結
果
を
基
に
、
か
す
み
が
う
ら
市
議
会
と
し
て
次
の
と
お
り

決
断
し
ま
し
た
。

選
挙
執
行
経
費
の
削
減
や
投
票
率
の
向
上
、
選
挙
事
務
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
、

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
市
議
選
）
を
、
市
長
選
挙
又
は
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

（
県
議
選
）
と
同
日
に
行
う
た
め
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
本
年
７
月
の
市
長
選
挙
よ
り
も
、
十
分
な
周
知
期
間
が
確
保
で
き
る

県
議
選
と
の
同
日
実
施
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
16
日
）
に
お
い
て
、
市
議

会
は
委
員
会
発
議
第
２
号
「
茨
城
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
と
の
同
日
選
挙
の
実
現
を
目
指
し
、

自
主
解
散
に
向
け
た
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
決

議
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
具
体
的
に
次
の

方
針
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
12
月
１
日
で
の
市
議
会
自
主
解
散
へ

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
か
す
み
が
う
ら
市
議
選
を
前
倒
し
し
、
令
和
８
年
12

月
の
第
３
日
曜
日
（
20
日
）
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
回
（
４
年
後
）
以
降

の
改
選
に
お
い
て
、
県
議
選
と
の
同
日
選
挙
を
継
続
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
令
和
８
年
12
月
１
日
の
市
議
会
自
主
解
散
に
向
け
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

【
１
】
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
他
の
選
挙
と
の
同
日
選
挙
に
つ
い
て

【
２
】
適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て

【
３
】
適
正
な
議
員
報
酬
に
つ
い
て

本
市
議
会
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
に
20
名
か
ら
16
名
に
削
減
し
て

以
降
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
現
状
の
定
数
の
適
正
性
に
つ
い

て
市
議
会
と
し
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
た
め
、
適
正
な
議
員
定

数
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
全
国
及
び
茨
城
県
内
に
お
け
る
同
等
規
模
の
自
治
体
と
比
較
し
た

結
果
、
現
在
の
本
市
の
議
員
定
数
16
名
は
決
し
て
多
く
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
一
人

ひ
と
り
が
担
う
職
責
や
委
員
会
の
健
全
な
運
営
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
も
、
現
在
の

議
員
定
数
16
人
は
適
正
で
あ
る
と
の
結
論
に
、
全
会
一
致
で
至
り
ま
し
た
。

今
般
、
地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
特
に
、
若
年
層
や
子
育

て
世
代
が
議
員
に
な
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
議
会
の
意
思
決
定
や

政
策
立
案
、
行
政
監
視
と
い
っ
た
機
能
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
議
員
報
酬
の
適
正
化
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
中
で
、
本
市
の
議
員
報
酬
は
、
全
国
に
お
け
る
人
口
５
万
人
未
満
の
市

の
平
均
や
、
茨
城
県
内
に
お
け
る
同
等
規
模
の
市
と
比
較
し
て
、
低
い
水
準
に
あ

る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
職
の
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
責
の
重
要
性
や
社
会
経
済
情
勢
、
市

の
財
政
状
況
、
市
民
感
覚
等
を
踏
ま
え
、
適
正
な
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
水
準
は
第
三
者
機
関

に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

よ
っ
て
、
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
全
国
及
び
県
内
の
類
似
団
体
に
お

け
る
議
員
報
酬
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
特
別
職
の
報
酬
等
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い
て
今
後
も
継
続
的
か
つ
定

期
的
に
審
議
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
長
へ
要
望
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し

ま
し
た
。
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◎
同
日
選
挙
に
な
る
と
、
選
挙
執
行
経
費
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
る
か

◎
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
を
比
較
し
た
自
治
体

◎
な
ぜ
今
回
か
ら
同
日
選
挙
に
し
な
い
の
か

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
は
、
前
回
の
令
和
５
年
１

月
の
選
挙
を
例
に
挙
げ
る
と
、
約
３
３
０
０
万
円
の
歳
出
が
あ
り
ま
し
た
。

県
議
選
と
の
同
日
選
挙
が
実
現
す
る
と
、
１
回
あ
た
り
約
１
４
０
０
万
円
の

削
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

委
員
会
の
調
査
で
は
、
令
和
６
年
12
月
31
日
時
点
の
、
全
国
及
び
茨
城
県
内

に
お
け
る
人
口
が
同
等
規
模
の
市
と
比
較
し
ま
し
た
。

全
国
で
の
比
較
で
は
、
市
の
数
８
１
５
の
う
ち
５
万
人
未
満
の
市
が
３
０
３

あ
り
、
こ
の
３
０
３
市
に
つ
い
て
、
１
市
当
た
り
の
議
員
定
数
を
平
均
す
る
と

16
・
８
人
、
１
市
当
た
り
の
議
員
報
酬
を
平
均
す
る
と
33
万
９
千
円
で
し
た
。

左
表
は
、
茨
城
県
内
に
お
け
る
大
規
模
な
市
と
本
市
と
人
口
規
模
が
近
し
い

市
の
議
員
定
数
及
び
報
酬
を
示
し
た
も
の
で
す
。

県
議
選
は
、
慣
例
的
に
「
12
月
第
２
日
曜
日
」
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
市
議
選
と
の
同
日
選
挙
を
継
続
的
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
従
来
１
月

下
旬
に
あ
っ
た
市
議
選
の
日
を
前
倒
し
す
る
必
要
が
あ
り
、
早
期
の
自
主
解
散
に

向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
そ
の
12
月
第
２
日
曜
日
（
13
日
）
を
あ
え
て
避
け
、
県
議
選
と

１
週
間
ず
ら
し
た
12
月
第
３
日
曜
日
（
20
日
）
に
市
議
選
の
実
施
を
目
指
す
と
し

た
の
は
、
地
方
議
会
議
員
の
選
挙
を
行
う
期
間
に
次
の
２
点
の
制
約
が
あ
る
こ
と

が
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
解
散
後
の
一
般
選
挙
で
当
選
し
た
地
方
議
会
議
員
の
任
期
は
、
地
方
自

治
法
に
よ
り
「
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
４
年
を
経
過
し
た
日
の
前
日
ま

で
」
と
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
任
期
が
満
了
す
る
と
き
の
一
般
選
挙
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り

「
議
員
の
任
期
満
了
日
の
前
30
日
以
内
」
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
議
選
が
で
き
る
期
間
が
固
定
化
さ
れ

る
た
め
、
「
今
年
か
ら
無
理
に
県
議
選
と
同
日
に
す
る
と
、
将
来
的
に
同
日
選
挙

が
で
き
な
く
な
る
リ
ス
ク
」
が
生
じ
ま
す
。

今
回
の
決
定
は
、
将
来
推
測
さ
れ
る
県
議
選
の
候
補
日
を
全
て
カ
バ
ー
し
、
経

費
削
減
等
の
効
果
を
永
続
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
的
な
決
断
で
す
。

�

【
詳
細
な
説
明
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
】

削
減
が
見
込
め
る
項
目

・
職
員
人
件
費

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
・
当
日
立
会
人
報
酬

・
郵
送
料　

等

※
県
議
選
と
の
重
複
に
よ
る

市議選１回の
総額
約3300万円
（前回の例）

　　うち
　　削減見込額
　　約1400万円

なぜ

 　なに

自治体名
人口
（人）

議員定数
（人）

議員報酬
（月額・円）

水戸市 267,467 28 590,000

つくば市 259,018 28 584,000

日立市 163,855 24 510,000

︙

北茨城市 39,009 19 391,000

稲敷市 37,012 18 360,000

常陸大宮市 37,861 18 350,000

桜川市 37,635 16 345,000

かすみがうら市 39,893 16 269,000 （※）

� （令和6年12月31日時点）
参考：全国市議会議長会HP・茨城県HP・茨城県市町村ガイド

※�令和７年３月定例会の議決に基づき、本市の議員報酬は改選後の任期
から31万円に改定されますが、他市との比較において依然として低い
水準にあります。
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土浦市との合併に向けた協議・検討の場の設置を要望

土浦市との合併に向けた
　　　「協議・検討の場」の設置を求める要望書を提出
令和８年６月16日の第２回定例会において、櫻井繁行議員を提出者とし、議長を除く全議員
が賛成者となった議員発議第４号「土浦市とかすみがうら市の合併に向けた協議・検討の場の
設置を求める要望書を提出する決議」が、全会一致をもって可決されました。
可決された要望書は、同日かすみがうら市長へ、また翌日の６月17日には、土浦市長並びに
土浦市議会議長へ提出されました。

土浦市とかすみがうら市の合併に向けた
協議・検討の場の設置を求める要望書（全文）

急激な少子高齢化を伴った人口減少が社会経済や行政運営に及ぼす影響が懸念される一方で、住民の
行政サービスに対するニーズがますます多様化・高度化しており、住民に最も近い存在である市町村
は、基礎自治体として、その果たす役割は極めて重要となっている。
こうした中、市町村の行財政基盤の強化を図り、住民ニーズにしっかりと応える行政体制を確立する

ため、平成11年以来、いわゆる平成の大合併として全国的に市町村合併が進められた。
当地域においても、平成15年５月に「土浦市、霞ヶ浦町、千代田町、新治村」の４市町村による任意

合併協議会が設置され、合併方式などを協議したが、同年８月に４市町村の枠組みによる協議会は解散
し、その後、土浦市（土浦市と新治村が合併）とかすみがうら市（霞ヶ浦町と千代田町が合併）の２市
が誕生し、現在に至っている。
しかしながら、土浦市及びかすみがうら市は、同じ都市計画区域に属する中で、神立駅西口の土地区

画整理事業や用途地域の見直しなどを共に推進してきたほか、通勤・通学、買物、医療など、住民の生
活圏域も行政境界を超えて一体化が進んでいる。
こうした中、つくばエクスプレス（ＴＸ）の県内延伸について、「延伸方面は土浦方面、ＪＲ常磐線

と接続する駅は土浦駅」として、延伸構想の具体化に向けて検討していくことが決定されたが、幸いに
も、土浦市及びかすみがうら市は、ＴＸ延伸構想を実現し、その整備効果を県内全域に波及させていく
上で鍵となる重要な地域となっている。
厳しい財政状況下にあって両市の将来を展望した時、今この時期を逃さずに、共通する行政課題や一

体的なまちづくりを検討することが不可欠であり、合併に向けた協議・検討を抜きに語ることはできな
いと確信する。
ついては、本県全体の発展を牽引していくような県南地域における新たな中心都市の形成を見据え

て、土浦市とかすみがうら市との二市合併に向けた協議・検討の場を設置するよう市議会の総意に基づ
き強く要望する。
以上、土浦市とかすみがうら市の合併に向けた協議・検討の場の設置を求める要望書を提出する。

　議員発議第４号で行われた主な賛成討論

我々が愛するかすみがうら市を持続可能な自治体として未来永
劫繁栄させるために、本市固有の資源と土浦市固有の資源をお互
いに理解し、補い合いながら、より価値を高め、効果的に活用す
る時期が来ていると感じている。今こそが課題解決に向け歩みを
進めるべき。

何よりも、市民の命と暮らしを守るのが地方自治の本旨であ
る。その立場から広く市民、住民の意見を聞き、慎重に協議する
ことを求めて、今回の要望案に賛成する。

生活圏域も行政境を越えて一体化が進んでおり、発展課題は満
載である。両市の発展にとって、土浦市との合併に向けた協議・
検討の場の設置を求める要望書は、新しい展望を切り開くものに
しなければならない。楽しみが増えてきた。

土浦市への要望書提出の様子

左から
かすみがうら市　宮嶋　謙　　前市長
土　　浦　　市　安藤　真理子　市長
土　　浦　　市　勝田　達也　　議長
かすみがうら市　来栖　丈治　　議長
　　　（6月17日　土浦市役所）
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令和８年第２回定例会が６月２日から６月16日までの15日間で開催され、
承認2件、議案8件、請願1件、委員会発議2件、議員発議2件を慎重に審議
しました。
番　号 件　　名 議決結果
承認
第2号

専決処分事項の承認を求めることについて（かすみがうら市税条例の一部を改正する
条例）

承　　認
（全会一致）

議案
第41号

地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法施行令等の一部を改正する政令の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

原案可決
（全会一致）

議案
第42号 かすみがうら市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

（全会一致）
議案
第43号 令和８年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

（全会一致）
議案
第44号 小中義務教育学校学習者用コンピュータ機器等の取得について 原案可決

（全会一致）
議案
第45号 市道路線の変更について 原案可決

（全会一致）
議案
第46号 市道路線の廃止について 原案可決

（全会一致）
議案
第48号 かすみがうら市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意

（全会一致）
委員会発議
第2号 茨城県議会議員一般選挙との同日選挙実現のため自主解散の措置を講ずる決議について 原案可決

（全会一致）
委員会発議
第3号 かすみがうら市特別職報酬等審議会開催に係る要望書の提出について 原案可決

（全会一致）
議員発議
第4号

土浦市とかすみがうら市の合併に向けた協議・検討の場の設置を求める要望書を提出
する決議

原案可決
（全会一致）

令和８年第２回定例会議案等議決結果一覧
◀︎議案の内容等
　詳細はこちら

令和８年第２回定例会提出議案

賛否が分かれた議案等

番　号

井
出 

有
史

塚
本 

直
樹

鈴
木 

更
司

石
澤 

正
広

服
部 

栄
一

鈴
木 

貞
行

櫻
井 

健
一

久
松 

公
生

小
倉
　 

　
博

櫻
井 

繁
行

設
楽 

健
夫

来
栖 

丈
治

岡
﨑
　 

　
勉

小
座
野 

定
信

佐
藤 

文
雄

矢
口 

龍
人

議決結果

承認
第3号

市専決処分事項の承認を求める
ことについて（かすみがうら市国
民健康保険税条例等の一部を改
正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ○ 承　　認
（賛成多数）

議案
第47号 消防団ポンプ自動車の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 棄 ○ ○ 原案可決

（賛成多数）

請願
第1号

日本政府に「非核三原則の堅持」
を要請する意見書採択を求める
請願

○ ○ ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ － ○ ○ ◆ ◆ 趣旨採択
（賛成多数）

議員発議
第2号

かすみがうら市議会議員の政治
倫理条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ○ ◆ － ◆ ○ ◆ ○ 修正可決
（賛成多数）

氏　名　　　

　　　件　名

賛成は○、反対は◆、欠席は欠、不在は／、除斥は除、表決権を行使しない場合は棄で記載
　※�来栖議員は議長職のため、原則として表決に加わりませんので「－」と記載しています。ただし、賛否が同数となった場合は、議長も
表決に加わります。
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議員発議第２号の修正案について行われた主な討論
賛　成 反　対

・本条例は議会の信頼をなすものである。一度制定し
て固定化するのではなく、時代や社会の要請に合わ
せて常に内容を磨き上げていくことが、市民に対す
る真摯な姿勢であり、議会改革の本質である。今回
の改正は、まさに時代に合わせたブラッシュアップ
の取組であり、現状の課題を真摯に受け止め、より
透明性が高く、実効性のある規律へ深めていくため
の前向きな見直しである。

・市役所庁舎、公民館、出張所といったところは公の
場所である。いろいろな方が出入りするところで中
立性を保つ、そういったことを目的とした条例の制
定には賛成する。

・第１に、条例制定から間もない中で改正を行うのであ
れば、条例にどのような問題が生じているのか、市
民や議会運営にどのような支障があるのかを明確に
示す必要があるが、今回の提案では、改正の合理的
な理由が十分に感じられなかった。第２に、過度な
規制や義務の追加は、議員活動に対する心理的なハー
ドルを高める可能性があり、議員の成り手確保に逆
行する懸念がある。

・「庁舎内において、政党又は政治団体の機関紙を購読
するよう勧誘し、又は配布する行為をしないこと。」
の条文を新たに入れる必要はない。憲法が保障する
政治活動の自由や個人の思想・信条の自由を侵害す
るおそれがある。

・「原則として、市から補助金等の交付を受けて運営し
ている団体の代表者に就任しないこと。」の条文につ
いては、代表者選出や引継ぎが困難な状態が発生す
ること、本市団体への議員の就任状態の調査が明ら
かでないこと、近隣市町村では同条項がないことか
ら、慎重に検討すべき。

自治功労により表彰
　この度、小座野定信議員並びに岡㟢勉議員が、
長年にわたり議員として市政の振興に貢献された
功績により、全国市議会議長会並びに茨城県市議
会議長会から感謝状が贈られました。

●全国市議会議長会●
●茨城県市議会議長会●

議員在職20年
小座野　定信

●全国市議会議長会●
●茨城県市議会議長会●

議員在職15年
岡㟢　勉

議員発議第２号「かすみがうら市議会議員の政治
倫理条例の一部を改正する条例の制定について」

本議案は、「かすみがうら市議会議員の政治倫理条例」について、市職員の人事に対する不当
な介入の禁止や、政党機関紙の購読勧誘や配布を禁止する規定、市から補助金を受ける団体の代
表者就任の制限を盛り込むよう改正を加えるものですが、令和８年第１回定例会で上程され継続
審査となっておりました。
その後、４月30日の議案審査特別委員会での審査において、政党機関紙の勧誘や配布の禁止に
ついては「庁舎内」に限定すること、また、団体の代表者就任の制限については図らずも抵触す
る場合も想定されるため、大洗町議会政治倫理条例を参考に「原則」とする等の改正を加えた修
正案が提出されました。
令和８年第２回定例会本会議の審議では、以下の討論が交わされ、採決の結果、賛成多数で修
正案が可決されました。

▲小座野定信議員　岡㟢勉議員
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令和８年第２回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（６月４日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

【議案の概要】
国民健康保険税の課税限度額や均等割額の軽減判定の基準となる所得額について、４月１日に地
方税法施行令等が改正となり、具体的な額が規定されたので、それらに合わせ改正したものです。

【議案の概要】
歳入歳出予算の総額に、それぞれ3003万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ
206億7003万３千円とするものです。

【議案の概要】
茨城県の教育委員会と県内市町村の教育委員会が連携し、全県的な取組として迅速に教育のICT
化を推進するため、タブレット端末2,888台を購入する契約を締結するものです。

課税限度額は合計109万円でしたが、うち医療保
険分が１万円増となり、子ども・子育て支援納付
金の課税限度額が新たに３万円とされたため、合
計113万円になります。また、低所得世帯の軽減
判定所得は、５割軽減が30万５千円から31万円に、
２割軽減が56万円から57万円に見直されます。賦
課限度額の改正で高所得者世帯は負担が増える一
方で、軽減判定所得額の改正で低所得者は負担が
減る世帯が増えるという内容です。

本市がタブレット端末2,888台を購入する理由は。また、不登校の児童生徒への対応や保護者負
担はどのようになるのか。

雪入ふれあいの里公園等管理運営について、雪入ネイチャーセン
ター空調設備改修の理由は。また、財源はあるのか。

児童生徒が学習で使用するタブレット端末を更新するためで、茨城県教育ＩＣＴ推進協議会が共同
調達を行い、契約は各市町村が行うものとなっております。不登校の児童生徒に対しては、まず一
時的に学校に登校した際に、その児童生徒に直接お渡しし、また、登校しない児童生徒には、家庭
訪問時等に担任からご自宅に届けます。タブレット端末に関しての保護者の負担はありませんが、
ご自宅で使用する場合の通信費は保護者負担になります。

展示室における既存空調設備４基では、老朽化のため十分な湿度管
理が難しいことから、新たな空調設備６基を設置し、展示物の適切
な保存と来館者の快適な利用環境を確保するためです。現在県へ補
助金を申請しており、交付決定が下り次第工事を発注するため、改
修は８月を予定しております。

国民健康保険税はどのように変わるのか。

承認第３号　�専決処分事項の承認を求めることについて（かすみがうら市
国民健康保険税条例等の一部を改正する条例）

議案第43号　�令和８年度かすみがうら市一般会計補正予算（第１号）

議案第44号　�小中義務教育学校学習用コンピュータ機器等の取得について

議案審査特別委員会での質疑

▲雪入ネイチャーセンター展示室

●賦課限度額の改正内容
区　分 令和７年度 令和８年度 （差額）

医療保険分（基礎課税額） 66万円

➡
67 万円（＋１万円）

後期高齢者支援金分 26万円 26 万円（変更なし）
介護保険分 17万円 17 万円（変更なし）
子ども・子育て支援納付金分 − 3 万円（新　設）

合　計 109 万円 113 万円（＋４万円）
●均等割額の軽減判定所得基準額の改正内容

令和７年度
５割軽減 43万円＋10 万円×（給与所得者の人数－１）＋30.5 万円×加入人数
２割軽減 43万円＋10 万円×（給与所得者の人数－１）＋56.0 万円×加入人数➡

令和８年度
５割軽減 43万円＋10 万円×（給与所得者の人数－１）＋31万円×加入人数
２割軽減 43万円＋10 万円×（給与所得者の人数－１）＋57 万円×加入人数
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委　員　会　活　動

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
の
審
査

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

令
和
８
年
５
月
14
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
８
年
５
月
19
日
〜
20
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
８
年
６
月
２
日
の
審
査
内
容

令
和
８
年
６
月
２
日
の
審
査
内
容

令
和
８
年
５
月
18
日
〜
19
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
８
年
５
月
14
日
開
催
の
調
査
内
容

●
神
立
駅
西
口
市
有
地
の
民
間
活
用
に
向
け
た
進
捗
に

つ
い
て

●
水
道
施
設
更
新
計
画
に
つ
い
て

●�

農
業
施
策
並
び
に
ご
し
ょ
が
わ
ら
ラ
イ
ス�

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、
施
設
・
運
営
状
況
及
び�

豊
心
フ
ァ
ー
ム
の
取
組
に
つ
い
て

�

【
青
森
県
五
所
川
原
市
】

●�

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ

復
旧
復
興
に
つ
い
て�

【
富
山
県
氷
見
市
】

●�

請
願
第
１
号
「
日
本
政
府
に
『
非
核
３
原
則
の

堅
持
』
を
要
請
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る�

請
願
」
に
つ
い
て

●�

防
災
Ｄ
Ｘ
の
取
組
に
つ
い
て

�

【
石
川
県
金
沢
市
】

●�

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
や
６
次
産
業
化
の
取
組
に�

つ
い
て�

【
青
森
県
平
川
市
】

●
霞
ヶ
浦
南
小
児
童
ク
ラ
ブ

の
一
時
移
転
に
つ
い
て

●
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

結
果
に
つ
い
て

●
市
立
小
中
義
務

　
教
育
学
校
学
習
者
用

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器

（
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
）の
更
新

整
備
に
つ
い
て

水
稲
乾
田
直
播
等
の
先
進

技
術
や
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
が
連
携
し
、
輸
出

に
も
対
応
で
き
る
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
を�

視
察
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
支
援
や
、
行
政

に
よ
る
６
次
産
業
化
の
伴
走

支
援
に
よ
り
地
域
農
産
物
の

付
加
価
値
を
高
め
る
取
組
を

視
察
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
情
報
伝
達
の

連
動
や
避
難
所
自
動�

開
錠
、
液
状
化
対
策
、

井
戸
利
用
の
推
進
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
組
を
視
察

し
ま
し
た
。

衛
星
通
信
の
利
用
や
情
報�

入
力
の
一
元
化
、
ド
ロ
ー
ン�

に
よ
る
被
害
状
況
の
確
認
、�

ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
共
有�

な
ど
、
部
局
横
断
型
の�

検
証
に
よ
る
実
践
的
な�

対
策
を
視
察
し
ま
し
た
。

●
議
案
第
45
号

　
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　
（
市
道
６
―
０
０
１
６
号
線

下
稲
吉
地
内
）

●
議
案
第
46
号

　
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
（
市
道
５
０
０
８
号
線

　

 

西
成
井
地
内
）

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲市道変更箇所の現地調査
　（下稲吉地内）

▲平川市役所での視察の様子

▲氷見市役所での視察の様子▲金沢市役所での視察の様子

視
察
研
修

視
察
研
修

▲豊心ファームでの視察の様子
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本
市
の
団
体
へ
の
助
成
金
額
・
補
助
金
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、
共

通
の
基
準
が
あ
る
か
、
ま
た
、
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
管
理
や
指

導
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
本
市
で
は
、
市
民
活
動
、
公
益
的
活
動
の
活
性
化
及

び
市
民
の
創
意
に
よ
る
地
域
の
実
情
に
即
し
た
公
共
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
り
、
市
民
と
市
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
事
業
費
助
成
型
補
助
金
等
交
付
要
綱
」
を
定
め
て
お
り
、
こ
の
要
綱
が
共
通

の
基
準
に
な
り
ま
す
。
申
請
者
に
対
し
て
は
、
担
当
課
に
お
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
指
導
や
助
言
等
を
行
い
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
執
行
の
適
正
化
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
稲
吉
５
丁
目
地
内
の
市
道
８—

０
４
９
４
号
線
は
冠
水
が
起
こ
り
や

す
く
、
当
該
の
市
道
付
近
の
住
宅
で
は
大
雨
が
発
生
し
た
場
合
、
床
下
浸

水
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
雨
水
排
水
対
策
の
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
都
市
建
設
部
長　
現
在
、
隣
接
す
る
稲
吉
４
丁
目
地
内
に
逆
西
調
整
池

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
調
整
池
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
下
流
部
の
雨
水
幹

線
へ
の
流
入
水
量
が
一
時
的
に
軽
減
さ
れ
、
逆
西
１
号
幹
線
の
雨
水
排
水
負

担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
指
摘
の
エ
リ
ア
付
近
の
冠
水
も
軽
減
す

る
も
の
と
想
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
調
整
池
の
整
備
計
画
は
、
今
年

度
実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
９
年
度
か
ら
整
備
工
事
に
着
手
し
て
い
く
予
定

で
す
。

ＱＱ ＡＡ

鈴木　更司 議員

石澤　正広 議員
　
こ
ど
も
の
貧
困
、
見
え
な
い
貧
困
把
握
に
つ
い
て
、
様
々
な
支
援
制
度

を
知
ら
ず
、
相
談
も
で
き
な
い
家
庭
が
あ
り
ま
す
。
行
政
は
、
相
談
を
待
つ

の
で
な
く
、
市
が
届
け
る
支
援
制
度
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
整
備
が
必
要
で
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
整
備
を
市
の
重
点
施
策
と
し
て
進
め
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い

ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
本
市
と
し
て
、
近
年
は
、
母
子
家
庭
や
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
し
て
は
、
相
談
窓
口
や
給
付
制
度
な
ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、

未
だ
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
家
庭
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
訪
問
・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
主
に
心
身
の
不
調
や

子
育
て
中
な
ど
で
来
庁
で
き
な
い
方
に
対
し
て
状
況
確
認
や
支
援
・
制
度
の

情
報
を
案
内
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る

支
援
」
へ
と
転
換
し
て
い
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
整
備
は
、
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

議
員
ご
質
問
の
子
ど
も
の
貧
困
と
、き
め
細
か
な
支
援
体
制
の
構
築
に
は
、

広
報
誌
や
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
「
か
す
み
っ
湖
」
を
通
し
て
情
報
発
信
に
注

力
し
、
支
援
制
度
や
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
を
市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
家
庭
訪
問
や
個
別
相

談
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

先
進
事
例
の
調
査
・
研
究
と
と
も
に
、引
き
続
き
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

や
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
新
生
児
訪
問
や
相
談
支
援
、
子
育
て
支
援
拠

点
等
を
通
じ
て
、支
援
が
必
要
な
家
庭
の
早
期
把
握
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
把
握
と
支
援
体
制
に
つ
い
て

や
さ
し
い
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
市
単
独
で
は
実
現
が 

難
し
い
分
野
ま
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て

１

外
国
人
市
民
に
対
応
し
た
窓
口
業
務
に
つ
い
て

行
政
窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
推
進
に
つ
い
て

稲
吉
５
丁
目
地
内
の
冠
水
が
起
こ
り
や
す
く
床
下
浸
水
が
危
惧

さ
れ
る
市
道
へ
の
雨
水
排
水
対
策
に
つ
い
て

本
市
に
お
け
る
助
成
金
、
補
助
金
に
つ
い
て

１２３４５ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３

一  般  質  問

本
市
の
団
体
へ
の
助
成
金
額
・
補
助
金
額
の

算
定
方
法
に
つ
い
て
伺
う

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
整
備
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う

「
事
業
費
助
成
型
補
助
金
等
交
付
要
綱
」
を

定
め
て
お
り
ま
す

待
つ
支
援
か
ら
届
け
る
支
援
へ
と
転
換
し
て
い
く

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
整
備
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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一  般  質  問

　
市
長
が
諮
問
し
た
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
委
員
会
は
３
月
19
日
、
中
心
市
街
地
の
持
続
可
能
な
公
共
施
設
整
備

及
び
活
用
の
方
向
性
に
関
す
る
提
言
書
（
案
）
を
提
出
し
た
。
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

　
市
長　
提
言
書
で
は
、
人
口
減
少
や
財
政
状
況
な
ど
現
状
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
適
正
配
置
や
複
合
化
、
多
機
能
化
、
さ
ら
に

は
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
視
点
か
ら
市
の
現

状
を
理
解
し
た
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
提
言
書
の
内
容
を
精

査
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
と
の
整
合
性
や
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
水
道
事
業
の
広
域
化
に
関
わ
っ
て
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
課
題
と
な
る

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
市
長　
将
来
の
水
道
料
金
は
、
施
設
の
維
持
管
理
、
更
新
、
様
々
な
費

用
を
ト
ー
タ
ル
で
勘
案
し
て
、
統
合
に
参
加
し
た
ほ
う
が
財
政
的
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
、
参

加
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

議員

　
市
東
消
防
庁
舎
移
転
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
移
転
に
よ
り
消
防
署
か
ら
遠
く
な
る
地
域
、
近
く
な
る
地
域
が
あ
る
こ
と

や
、
サ
イ
レ
ン
の
音
や
緊
急
車
両
の
往
来
に
よ
っ
て
周
辺
の
生
活
環
境
に
一
定
の
変
化

が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
遠
く
な
る
市
民
の
皆
様
に
は
不
安
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
く
な
る
こ
と
で
一
時
的
に
音
を
心
配
さ
れ
る
住
民
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、救
急
隊
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
る
と
い
う
安
心
感
、ま
た
、消
防
・

救
急
体
制
の
充
実
や
将
来
を
見
据
え
た
防
災
拠
点
機
能
の
強
化
な
ど
、
地
域
全
体
の
安

全
性
向
上
に
つ
な
が
る
面
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
公
共
財
産
の
有
効
活
用
、
訓
練
施
設
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
消
防
長　
現
在
の
霞
ヶ
浦
庁
舎
敷
地
内
で
建
設
す
る
場
合
、
緊
急
車
両
の
出
動

ル
ー
ト
等
の
確
保
に
、
土
地
を
購
入
し
な
い
と
難
し
く
、
旧
霞
ヶ
浦
庁
舎
敷
地
は
、
大

和
田
城
跡
地
の
指
定
文
化
財
の
場
所
で
、
土
地
利
用
に
一
定
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
東
消
防
署
敷
地
内
で
の
建
て
替
え
は
、
面
積
上
敷
地
内
に
配
置
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
通
常
の
消
防
活
動
を
し
な
が
ら
の
工
事
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

計
画
地
の
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
、
一
部
周
辺
道
路
の
状
況
に
留
意
す
べ

き
点
も
あ
り
ま
す
が
、
総
合
的
に
現
在
の
東
消
防
署
の
場
所
よ
り
消
防
活
動
が
向
上
す

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
職
員
の
訓
練
は
、
移
転
先
の
建
物
や
敷
地
を
利
用
し
、
現
在
の
東
消
防
署
の
敷

地
は
、
分
団
に
よ
る
操
法
訓
練
等
で
使
用
し
ま
す
。

　
原
点
に
戻
り
、
検
討
し
た
３
つ
の
場
所
に
つ
い
て
、
財
政
上
の
問
題
も
含
め
て
検

証
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　
検
討
し
た
上
で
現
在
の
旧
霞
ヶ
浦
保
健
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
な
り
ま
し
た
。

ＱＱＱ ＡＡ Ａ
広
域
行
政
と
行
政
改
革
に
つ
い
て

市
東
消
防
庁
舎
移
転
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、 

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
再
検
討
）
に
つ
い
て

神
立
駅
西
口
市
有
地
２
万
８
０
０
０
㎡
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と 

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て

逆
西
雨
排
水
１
号
幹
線
と
下
稲
吉
１
号
幹
線
及
び
二
子
塚 

排
水
路
に
つ
い
て

１

百
里
基
地
へ
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
計
画
に
対
す
る
市
の 

考
え
方
に
つ
い
て

複
合
交
流
施
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

３４ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

設楽　健夫 議員２３４

１ ◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

２ 佐藤　文雄

▲東消防署

中
心
市
街
地
の
持
続
可
能
な
公
共
施
設
整
備
及
び
活
用
の

方
向
性
に
関
す
る
提
言
書
（
案
）
に
つ
い
て
伺
う

市
東
消
防
庁
舎
移
転
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト�

そ
し
て
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
再
検
討
）
に
つ
い
て
伺
う

提
言
書
の
内
容
を
精
査
し
て
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
た
い

現
在
の
東
消
防
署
敷
地
内
で
の
建
て
替
え
は
面
積
上
可
能 

で
す
が
、
消
防
活
動
を
し
な
が
ら
の
工
事
は
課
題
が
あ
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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霞
ヶ
浦
南
小
学
校
の
保
護
者
説
明
会
を
通
じ
て
出
た
意
見
と
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
消
防
長　
参
加
さ
れ
た
保
護
者
か
ら
の
主
な
質
問
で
す
が
、
体
育
祭
な

ど
の
学
校
行
事
の
際
の
保
護
者
駐
車
場
に
関
す
る
質
問
が
主
な
内
容
で
あ

り
、
車
両
の
サ
イ
レ
ン
音
や
緊
急
走
行
に
対
す
る
不
安
、
庁
舎
建
設
に
反
対

す
る
よ
う
な
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
消
防
署
が
近
く
に

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
情
操
教
育
に
も
い
い

と
の
好
意
的
な
ご
意
見
も
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
移
転
後
の
周
辺
環
境
に
つ
い
て
、
地
域
の
住
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
声
に
つ
い
て
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
消
防
長　
要
望
書
の
１
点
目
は
、
夜
間
か
ら
早
朝
の
時
間
帯
は
サ
イ
レ

ン
音
を
消
す
か
、
も
し
く
は
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ご
要
望
で
す
。

消
防
と
し
ま
し
て
も
、
緊
急
走
行
を
す
る
際
は
赤
色
灯
を
つ
け
て
、
か
つ
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
こ
と
が
道
路
交
通
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
停
止
し
て
の
走
行
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
周
辺
環
境
に

配
慮
し
必
要
に
応
じ
音
量
を
抑
え
る
方
法
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

２
点
目
と
し
ま
し
て
は
、
地
区
内
を
走
行
す
る
際
は
、
徐
行
運
転
を
徹
底

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
ご
要
望
で
す
。
地
域
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
ご

要
望
で
は
あ
り
ま
す
が
、
消
防
と
し
ま
し
て
も
１
分
１
秒
を
争
う
救
命
活
動

や
火
災
の
延
焼
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
の
緊
急
走
行
の
中
で
一
部
地

域
に
だ
け
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
の
緊
急
走
行
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
周
囲
の
交
通
状
況

に
注
意
し
、安
全
運
転
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
旨
の
回
答
を
し
て
お
り
ま
す
。

区
長
か
ら
の
要
望
書
に
つ
い
て
で
す
が
、
い
ず
れ
の
要
望
も
東
消
防
署
が

こ
の
地
区
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
が
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
上
で

の
ご
要
望
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
消
防
と

し
ま
し
て
も
今
後
も
誠
意
を
持
っ
て
可
能
な
範
囲

で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

塚本　直樹 議員

小倉　博 議員
　
健
康
増
進
と
フ
レ
イ
ル
防
止
の
観
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
と
関
連
し
た
市

の
福
祉
関
係
施
策
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
市
で
は
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
を
主
体
と
し
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
活
用
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
や
ス
ト
レ
ッ
チ
講

座
な
ど
の
教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
健
康
へ
の
自
主
的
な
取
組
を
支
援
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
普
及
啓
発
活
動
や
運
動
、
栄
養
、

口
腔
等
の
健
康
教
育
、
健
康
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象

に
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
出
前
講
座

の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
加
え
て
お
り
、
集
い
の
場
を
通
じ
、
高
齢
者
の
日
常
的
な

健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
進
捗
と
、
市
民
が
利
便
性
向
上
を
実
感
で
き
る
Ｄ
Ｘ

を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
総
務
企
画
部
長　
広
報
誌
の
多
言
語
化
及
び
自
動
音
声
読
み
上
げ
機
能

に
よ
る
対
応
や
、
か
ん
た
ん
窓
口
シ
ス
テ
ム
・
窓
口
翻
訳
シ
ス
テ
ム
等
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ

の
導
入
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
掲
載
の
ほ
か
、
妊
娠
中
や

お
子
さ
ん
の
成
長
の
記
録
、
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
、
こ
れ
ま

で
紙
の
母
子
手
帳
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

６
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
で
は
利
用
者
Ｉ
Ｄ
と
予
約
操
作
の
統
一
化
を
図
り
、
利
用
者
の
利
便
性

が
一
層
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ＱＱ ＡＡ
長
寿
社
会
を
目
指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
時
代
に 

お
け
る
本
市
の
施
策
に
つ
い
て

本
市
の
福
祉
バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

１

１ 質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

２

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

◀︎映像は
　こちらから
　ご覧ください

３

一般質問の持ち時間を、質問・答弁含めて70分として行いました。

▲東消防署移転予定地
（旧霞ヶ浦保健センター跡地）

▲ウエルネスプラザ
トレーニングルーム
（からだほぐしエリア）

東
消
防
署
移
転
後
の
周
辺
環
境
に
つ
い
て

今
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
霞
ヶ
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て

２

東
消
防
署
移
転
後
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺
う

長
寿
社
会
を
目
指
し
た
ス
ポ
ー
ツ
施
策
に
つ
い
て

伺
う

誠
意
を
持
っ
て
可
能
な
範
囲
で
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
を
主
体
と
し
て

健
康
へ
の
自
主
的
な
取
組
を
支
援
し
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ



編集
後記

●
７
月
●

　

21
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

30
日　

令
和
８
年
第
１
回
霞
台
厚
生
施
設

　
　
　
　

組
合
議
会
臨
時
会

●
５
月
●　
　

　

14
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

　

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

18
日
～
19
日

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会
視
察
研
修

　

19
日
～
20
日

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
研
修

　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

●
６
月
●

　

６
月
２
日
～
６
月
16
日

　
　
　
　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
経
済
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

４
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

11
日　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

宮
嶋
市
長
か
ら
金
子
市
長
へ
と
市
政
の
バ
ト
ン

が
引
き
継
が
れ
、
新
た
な
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
歩
み
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
や
市
民
の
皆
様

の
声
に
応
え
る
新
た
な
取
り
組
み
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。
市
政
の
主
役
は
市
民
一
人
ひ
と
り
で

す
。
議
会
と
し
て
も
地
域
の
未
来
を
と
も
に
考
え
、
よ
り
住
み
や
す
く
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
す
み
が
う
ら
市
の
実
現
に
向
け
市
政
に
意
見
を

届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員　
櫻
井　
健
一

傍
聴
や
会
議
映
像
の
視
聴
が
で
き
ま
す

　
千
代
田
庁
舎
の
３
階
に
は
、か
す
み
が
う
ら
市
議
会
議
場
が
あ
り
ま
す
。議
場
で
は
、

本
会
議
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
令
和
７
年
10
月
は
「
高
校
生
議
会
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
、
議
場
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
会
議
の
あ
る
当
日

の
午
前
９
時
よ
り
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
、
会
議
録

な
ど
、
市
議
会
の
情
報
を
多
数
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲令和 7年高校生議会の様子

令和８年第２回
定例会の議場
での傍聴者数は、
延べ５１名、また、
インターネット
L I V E中継への
アクセス数は、
延べ７７３回
でした。

◀︎市議会
　ホームページ
　トップページへ

コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

ご意見をお寄せ下さい

（5月1日〜7月31日まで）

電話　0299（59）2111（代表）内線1303　 0299（56）2332（直通）　 FAX　0299（59）4753
ホームページ　https://www.city.kasumigaura.lg.jp/page/dir003423.html　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

昨今の時勢に基づき、職員との間や議員間におけるハラスメント
を未然に防止する観点から、本市議会において講師を招き、研修会
を実施しました。

かすみがうら市議会
議員研修会を実施しました
かすみがうら市議会
議員研修会を実施しました

【研　修　日】令和８年４月14日（火）
【研修テーマ】議会におけるハラスメントについて
【講　　　師】株式会社 廣瀬行政研究所　代表取締役　廣瀬 和彦 氏

▲受講の様子（千代田庁舎会議室）

現在のハラスメントの定義や
実情、議会における具体例や
想定される状況を交えながら、
留意すべき場面や防止に
あたっての措置等を詳細に
受講しました。


